
有用海藻養殖企業化試験(コンブ〉

担当者技師高橋邦夫

H 青山禎夫

調査目的
本県の有用海藻であるコシプをとりあげ，経済効果を高めるための3繁殖技術を追究し，事殖業

としての安定化を図る。

E 諦査内容
(1) 調査場所 八戸市鮫町

(2) 調査か間昭和42年 11月~全日年5月

(3) 調査項目 生長，歩留，収量君主生状況，施設の耐波性

(4i 調査方法

第 1図の施設に青森市海藻まま採苗務の種苗(マコンブ原産地函館)を巻付けにより分散し，

42年・ 11月 28日，鮫地先，水深 8m，底質砂ifE地に設債した。爵苗の大きさは顕微鏡的なも
ので，生長調査は 1月 10日， 2月5日， 3月5日， 3}j 27日の 4函に分けておこなった。
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Dl 調査結果及び考察
(1) 生長

九 2月は波浪のため，一音Ioの歓談にと Yまったが:. 1月はさ -4cmのものが揃って着生し

ており， 2月では，養競決度 1mで長・大 52cm，深度 2.5mでは 44cmで，薬長が 30- 4 0仰
に生長していた。 5月は標本を採取して，薬品安:巾を計測した。

この結呆は第 2~lに示したとおりである。

分散時の私飴の大きさは顕微鏡的なもので，葉長ocmとし，3}J27日までの生長率をみると
養殖磁度 1mの最大俗で 1.35cm da;y， 深度 2.5mでは 1.26cm daifであった。父大型葉
長群の平均値についてみると 1.02仰 daifであった。
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(2) 着生状況

天然着生をみるため，種糸を巻かない部分を設けた治三天然若生はみらわなかっ介。しか

し，同一漁場に設置されているワカメ養殖施設のポリエチレシロープには着生しているとと

ろから，着生基質に原因があるように考えられる。一方種糸を巻いた吉主分にはコシブが密生

ており， 3月5日の調査では養殖深度 1mのもので，葉長 10cm以上の個体数は 77日本/m

深度 2.5mでは 545.本;/mで締めて密植状態にあり，このため 5月 27日にm当り 15日-20日

本程度に間日!した。

(3) 収量

養殖コ γプの収重量讃査を 7-8月におこなう予定で， これまで実施していないカ" 3月27

日のよ十.長調査の際tこ，符植になっているため間引したヨシプ¢重量は，養殖深度 1mで生39

Kcr/15m 深度 2.5m 1 8均/15mであった。
(4) 歩留

歩留諜査は 3，5， 7， B， 9月を予定しており， ここではこれまでにおとなった 5月 27日

の結果についてみると，養殖深度 1mでの平均歩留は 9.7~も， 2.5 mでは 11.4 ~もであった。

またワカメ養殖施設に着生した天然養生コシプの歩留は， 1 2.7 ~もであった。 養殖深度

が浅い方の歩留は大きいものと予想していたが，今回の結果では水深 2.5mでの養殖の方が

よかった。これは元来このような傾向を示すものかどうか明らかでないれ芽数と歩留との

関連があるので，或いはこの方が強く影響していることも考えられる。この意味では，芽数

の最も少いワカメ養殖施設のコンブの歩留が良いことも首肯できる。

(5) 耐披性

養殖の途上であり，充分コンブの生長した場合の耐波牲については，今後の経過の観察に

またなければならないが， ワカメ主主猛の経験常 これまでの施設状況からみると殆んど問題

はないようにみうけられる。
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臼発生した十勝沖地

震に伴う津波の際，

同漁場に設置されて

いた 1日数台のワカメ

養殖施設が流き九

これがコンブの施設

に纏絡したため，施

設の流出は免れたが

着生したコシプはす

り落され，その後の

調査ができなくなり

調査を中止した。


